


















































































































粗　収 益 収 益
貸付地 自作地 小作地 合　計 貸付地 自作地 小作地 合　計
置銭 円銭 円銭 円銭 無銭 円蓋 円銭 円旧
地　　主 計 168．81一 一 168．81127．38一 一 127．38
11戸
?12L54『 一 121．54 96．74一 一 96．74?
47．27一 一 47．2730．57一 一 30．57
地主兼自作 計 143．87 338．95一 482．84110．75 187．46『 298．21





27戸 ? 8．2983．31 43．80135．406．6062．8417．6887．12?
6．84152．54 32．46 101．844．4261．625．877L91
自　　作 計 一 267．85一 267．85一 87．59一 87．59
27戸
?
一 181．26一 18L26一 52．61一 52．61?




　一Q15　 ? 一 35．91 66．031 1．94一 26．7226．6053．32?
一 81．06 62．92143．98一 32．7511．3744．12
小　　作
?
一 一 222．34 222．34一 一 35．8835．88
　一P06　
?
一 一 149．82 149．82一 一 22．7722．77?
一 一 72．52 72．52一 一 13．11 13．11
地主兼小作 計 50．63一 l14．00 164．63 40．30一 16．0056．30
1戸 ? 50．63一 一 50．6340．30一 一 40．30?
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平 均 平 均
金　額 金　額 利　　率
1戸あたり 1人あたり 1戸あたり 1人あたり
円滑 円　銭厘 銭厘 円　銭厘 円　銭厘 銭厘
公　　　債 L755．003．51．0 60．1 85．99．5 17．22 2．9 年4分9厘
株　　　式 L501．503．00．3 51．1 135．13．5 37．0 4．6 年9分
債　　　券 100．00 20．0 3．4 7，50．0 1．5 3．4 年7分5厘
小　　　計 3β56．506．71．3 1．15．0228．63．0 45．7 7．8 一
預け金掛金 1β97．003．79．4 65．0 15L76．0 30．4 5．2 預け金年8分
保　険　料 119．80 24．0 4．1 一 一 一 一
小　　　計 2，016．804．03．4 69．1 151．76 30．4 5．2 一
貸　付　金 31，098．0062．19．6 10．65．73，731．76 7．46．4 1．27．9年1割2分
合　　　計 36，471．3072．94．3 12．49．9 4，112．15822．4 1．40．9 一
預　り　金 1，672．003．34．4 57．3 133．76 26．8 4．6 年8分
借　入　金 25，634．0051．26．8 8．77．93，076．08 6，153 LO5．4年1割2分
合　　　計 27，306．0054．61．2 9．35．83210．56 6．42．1 1．10．O 一
『神奈川県都筑郡中川村々：是調査書』135～146ページより作成．
か中原，横浜辺へも出すが郵便局よりは銀行である。繭代金，藁細工品買
上，穀物代金，山林の収益，年々の利益などを営繕の用意，婚嫁の費用，地
所の買い入れなどのためにするのが多い。1人10円，20円くらいのものが多
い。貸金は貸付先は村内が多い。（以上135～136ページ）
　この債券・株券，預貯金，貸金の合計は3万6471門30銭である。1戸あた
り72円94銭3厘，1人あたり12円49en　9厘となる。いまこれを1904（明治
37）年の岡山県の一村西高月村の株券・公債1戸あたり195円39銭3厘，1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの人あたり40円19銭1厘と比較するとはるかに小さい。しかも，うち貸金が
3万1098円を占め，これが85．3％に達し，無尽掛金を含めた預け金は1897
円，有価証券，預貯金は3356円50にすぎない。西高月村に想定できた一部の
（5）岡山県赤磐郡西高月村については，拙稿「明治後期の岡山県一農村における農村民の
　生活事業一日本産業革命期の地域民衆生活の検討一」（本記（1）に記載）による。
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上層に予想できる活発な有価証券投資や広汎な村民の預貯金の姿はここでは
予想できない。
　第16表は負債額を示す。それは全村で2万7306円で，1戸あたり，！人あ
たりは54円61銭2厘，9円35銭8厘である。この1戸あたり，1人あたりは
岡山県の西高月村では1905（明治37）年に437円53ee　8厘，82円18銭4厘で
あったが，これと比較すると格段に小さい。西高月村においては地主層の資
金運転としての負債を想定し得たが，この中川村においては想定できない。
　受取る利子・配当であるが，有価証券配当1戸あたり45銭7厘，預金留金
の利子30銭4厘，貸付金利子7円46St　4円，合計8円22銭4厘である。同じ
く1905年の岡山県の西高月村の有価証券配当9円12銭8厘，預金利子66銭9
厘，貸付金利子4円22銭8厘，講金利子3円94銭，合計17円96銭5厘と比較
するとこれもはるかに小さい。支払うべき利子は預り金4銭6厘，借金！円
5銭4厘，合計1円10銭となる。「司じく岡山県の西高月村の負債利子の合計
が1戸あたり56円24銭9厘であるのと比較すると隔絶した小ささである。
　（3）経済生活状況
　全村！力年の「生活及び社交費」は，食料費6万6757円60銭，雑用品1万
0350円74銭，修理費1万3960円60銭，雑費1万3798門59銭，公費7544円22銭
3厘，社寺道路河川等ノ維持費193円90銭で，合計ll万2558円65銭3厘とし
ている。1戸あたり235円11ee　7厘，1人あたり38円57銭　6厘である（63～
64ページ）。食料費は穀救・甘菜果物・肉冠・調味材，雑用品は燃料灯油など，
修理費は家屋：・家具，被服など，雑費は教育・通信・医薬・冠婚葬祭・交際
など，公費は租税である。他方，全村1力年の「生業収益」は，農業9万
7318円94銭，商業6986円50銭，工業5013円50銭，雑業1万0135円で，合計
11万9453円94銭，1戸数あたり238円90ee　8厘，1人当たり40円90銭9厘で
あり，計算上は残益があるとしている（132ページ）。商業は小売・仲買・飲
食，工業は大工・木挽などの職人，雑業は官公吏，神官僧侶・医師などから
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駄賃取り・雇人である。支出には食料費の多くは自家現物消費が多く，貨幣
換算したもので，これだけの現金支出を要するわけではない。しかし，収入
金も最大の農業収益などは販売しないものを貨幣換算したものが少なくな
く，これだけの貨幣収入があるわけではない。
　以下，この収支，経済状況をみていこう。
　先に，村民を四種に階層区分をしていたが，その生計状況についてつぎの
ように記している。
　第一種に居るものは，唯た腕一本を元手とし達者なるを仕合せとなし，一家六口四反
の田と五反の畑とを小作して只管其豊饒ならんことを祈り，風雨の日農閑の夜は藁細工
などして小遣ひ銭の取込みには忙はし．作物豊饒なれば一年の食料は不足を告げす．よ
し粗食なりとて餅あり団子あり，蕎麦，温鈍，青螺，大根四季折々の野菜を欠くことな
し．唯だ不作の年に遭へは作物は二割三割と減し肥料代は損となり，僅かに手細工の売
り上を頼みとなすのみ．平素は別に琴線の必要なく働く限り暮らし向きは何とか立ち行
くものなるが，少しにても手を休みては忽ち苦難に陥り而かも他人の融通を得ること能
目ざるなり．喜喜に衣服器具などの新調は中々覚束なく継ぎ継ぎの野良着，風呂敷包み
の嫁入り之が先づ並なるべし．
　第二種に居るものは，最も百姓に精出し，田地は人に勝りて良く作らんと常々心に懸
け，肥しも余分に用ひ草取り芝刈，粗朶売り怠ることなく蚕も能く当り藁細工も精一杯
作りて年中隙間なく，小供多ければ奉公に出し，手都合して日傭も取る．年豊なれば米
の一門，麦の二季は売出す余裕あり．繭の売上げ藁細工の売溜めは人知れず村外に預け
て利殖を計り，若し地所の売り物あれば少し位ならぼ借金を足しても手に入れんことを
願ふ．全く丹精次第根気次第にて其小作人を止め自作農となり得べきなり．唯だ不作の
時には稽困苦を覚ふと難第一種のものX如く甚だしからず．併し浪費投機のことに手を
出して失敗し始むれば僅の貯金何の足しにもならず，少しの地所も手放しせざるを得
ず，夫れも村内に売れば自分にて作ること能はざるを不便とし蠣かに村外に持ち出して
永小作をなす．
　第三種に居るものは，地所も資本も自分の物，一家五人八分の外に奉公人あり人手も
亦乏しからず．田畑の耕作は行き届き良い肥料を多く用ひ良い種類は早く作り小作人な
どの真似たくも出来ざる作毛は毎年のこと煮て作得豊かなり．認れに小作米は這入り来
一143一
144
りて庭の飾り俵は常に田家の豊饒なるを示す．独り耕作と限らず養蚕も林業も皆相応に
収益あり．貯金貸金の利息も中々に多し．従て年中気楽に暮すことを得るの資力あり。
残益は或は預け或は貸付け，抵当流れ質流れの地所は割高くとも利息二三年なきものと
して遂に之を買ひ受けうけることになる，其代り少しく手を拡げ何か一仕事をと目論見
ては往々失敗するものなきにあらすして，私かに村外のものに地所の所有権を移し金を
借りて預け金となすの窺策を探るに至る．全く考へ次第にて禍福忽ち其庭を異にす．是
れ知恵あり信用あり地位財力あるが為なり．
　第四種に居るものハ，唯だ余計の仕事に手出しせずんは大は愈々大となり家運長く栄
ゆべし．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（156～159ページ）
　このような階層別の状況をみた後，卜般に生計の模様は，往時困難を嘗
めたるもの現今最も良好にして，過去に於て余裕ありし庭は良好ならず．漏
れ順境のものは漸く消費力を増すの傾きを生し易く，逆境のものは奮て生産
力を加ふるの計を立つるより岐るNものに外ならざるなり」（157～158ページ）
としている。
　そして，生活の難易を規定するものとしての支出と収入について記してい
る。
　　「今日を以て昔時に比すれば，収入の途は異動なきにも拘らず支出の：方面
は甚だしく拡張したるを見る」（158ページ）として，いくつかのことについて
今昔の比較を行なっている。
　崩しは一家の経済のみを主とせしが，今は一村一議一国の経済にまで干係せざるを得
ず．回しバー一回の年貢にて事済み，今は数回の取立あり．昔しの年貢は米，今の租税は
金．昔しは不作に割引あり，今は一文の軽減なし．
　昔しは学問勝手なりしが，今は就学の義務あり．
　昔しは畳天井は贅沢の品，今は観れなくしては人並ならず，
　昔しは買物をきず，今は手織り少し．即しは羽織袴の用なく，今は往々にして是れあ
り．昔しは草靴懸に半天手拭を冠り握飯を持ち，今ハ下駄懸け羽織を引き掛けけ帽子を
戴き洋傘を携へ．
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　昔しは稲荷講地神講太子講を休み，今は紀元節天長節新暦の一月一日も休む．
　伍しは赤十字社も婦人会もなく，今は各種団体に加入し．
　昔しの手習は草紙に椎の実，今の手習ハ白紙に鉛筆．
　昔しの百姓は腕にて作り，今の百姓は肥しにて作る．
　昔しは大抵自家の生産物にて賄ひ不足は品物を以て打換へ，今は大半買物を用ひ勘定
は総て金銭を以てす．
　昔しの賄ひは甚だ安く，今の懸りは中々高し．
　支出の多方なる以て知るべし．　　　　　　　　　　　　　　（以上158ページ）
　新しい租税の制度が村人に与えた影響は大きい。それまでの現物納から金
納になり，このことだけでも大きな影響を与える。地価を基準とする租税は
農業の豊凶に関係なく徴収され，凶作時といえども軽減されない。就学の義
務であるが，学費負担を生ぜしめる。学用品としては紙，ノートが欠かせな
い。
　以前は衣類は手織のものであったが，今はそれが少なくなって，買い入れ
るようになった。羽織袴も必要になった。自家製の草履で半天を着，手拭で
頬かぶりをしていたのが，下駄履きで，羽織をかけ，帽子をかぶり，洋傘を
持ち歩くようになった。衣類などはこのように購入するものが多くなり，現
金支出を増大させている。食生活も，自家製のものを食し，不足を交換で
賄っていたものが，大半が金銭での購入となり，しかも嵩むようになった。
畳が使用され，天井をはるというように，住生活もかわってきた。赤十字，
婦人会などの各種団体もまた金銭の出費をともなう。
　このように衣食住をはじめ生活の諸側面において変化と支出の増大が進ん
でいる。この支出の増大について「支出は年々増加の傾きあり．案ずるに人
口の増加することは其一，世運の進歩すること．其二．人口の増加は最も衣
食の消費を増大せしむ，世運の進歩三三り．加ふるに交際の資負担の用を増
加すること甚だし」と記している。ここで2800人が200人増加して3000人に
なったとすると，生計費は1割増加するという例をあげた後に，「又若し人
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口の増加はなしとするも年々衣服の華美を加へ食料の甘味を増すの事実ある
は疑いなき所なり．衣服に出て云へは綿衣は絹布となり，前掛は袴となり，
跣足は草履，草履は麻裏となるが如く，食物も亦漁り．中には分度を越へて
華奢に寄るXものもあるべしと心太かも亦世間普通の生活をなすには是屈し
ろ必要なるの場合少からざるべし．此等の関係よりして従来百円の生計費は
百一円百二円乃至百十円百二十円となるべきや明なり」と述べ，なかには
「分度」を越えた華奢に流れるものもないわけではないがそれとても「世間
普通の生活をなすには直しろ必要なる場合少からざるべし」という「世運の
進歩」が支出の増大をもたらしているのである。（以上161～162ページ）
　生産面ではすでにみたが，肥料代の支出がなによりも大きい現金支出であ
り，経営を圧迫する要因となっている。
　つぎに収入についてみよう。
　この収入については，「収入を見れば昔しは米麦粟豆の農作物のみ，今は
其外に繭あり藁細工あり粗朶あり車挽き奉公稼ぎあり．而かも残益に至りて
は次の如き差あり」（158ページ），「然るに収入は年々減少の傾きあり．案ずる
に収入は生業勤勉の結果より来るを主とす．近年各種産業皆生産費徒らに増
加して生産物著るしく増加することなく，粗生産に大にして純生産に小なる
ことを通弊となせり．農業に付て云へは今日までの肥料労働を其儘用ひんと
すれば，用量：に点ては全一にても費用に於ては一割二割を増し，而かも生産
物は容易に哀れに伴はず多少高価に売却するとするも到底生産費の増加に応
ずべくもあらず．又若し肥料其他の原料の単価を全一とするも其用量は年々
の増加を要す．蓋し昔は一反一石の米尚是余りあり，今や一反二石以上なら
ざれば引き合はす。地積全一にして収穫二倍たらしむるには勢ひ労力と資本
とを増すの必要を生じ，生業上の支出著るしく増加して而かも溢れに対する
収入の増加は甚だ多からず，加ふるに天災其他の欠損は十年に数回之を免れ
ざるを常とし，通計すれば却て旧時の作得に勝るなきに至る」（162ページ）と
記している。
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　このような収入，支出による村人の生活のバランスであるが，「残益に至
りては次の如き差あり」として「昔しは年々伊勢参りに立ち，今は五年に一
度位．嘉しは社寺も立派に持へ，今は各自の住居さへ届かず．昔しは夏と冬
とに何か仕着を調へ，今は夏物一枚さへも新調容易ならず．議しは盆正月三
十日は休み，今は正月さへ半月休まず．益しの祭りは四日も五日も，今は前
後を通じて三日丈．昔しハ晩酌に手作りの濁酒，今は買入れて甜めるのみ．
休み日祝ひ日漸く減じ酒も草煙も中々飲めず．昔しは百姓に心配なく，今は
百姓に楽しみ少し」（158ページ）と，生活が慌しくなったことを記している。
　（4）村の日常生活
　部落，組，親類，講などさまざまな交わりのなかで日々生活する。年中行
事は正月から12月までさまざまである。婚礼，出産，葬式があり，村農会，
日本赤十字社，愛国婦人会などもある。
　農家の仕事は年間を通じてある。「農家の仕事」表（104～106ページ）は各月
ごとに上旬・中旬・下旬ごとの朝方，昼間，夜分，雨日の仕事をあげている
が，「此表を読むものは如何に農家の仕事が複雑にして而かも多方なるかを
知るべし」（106ページ）としている。！年の日数については「一ケ年中能く働
くものにて三百日，普通は二百四十日位なるべし」，年間男315．5日，女
317．5日，一日の労働であるが「一平均労働時間は八時二十分，女は八時四十
分に当る」（110ページ）。「労働時間表」（110～113ページ）によると，農繁期の7
月は男は午前4時30分から5時30分の朝仕事，6時から午後7時まで，女は
6時30分まで，途中には食事の時間や休憩の時間もあるが，野良仕事に従事
する。「牛を農事に用ふることはなし．馬畠田の代掻き肥料の運搬などに少
しく用ふ」（115ページ）というように，農作業は人力による過酷な労働であ
る。農繁でない月には夜午後6時，あるいは7，時より9時，あるいは10
時，11時まで夜業である。
　このような農業労働に追われる農民，村民たちの息抜きは，さまざまな娯
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楽などに求められる。娯楽については，「義太夫，発句　衰退して振はず．碁
近年大に流行し来れり．難子（馬鹿鼠子と云ふ）各字とも若い衆が夏季に稽
古をなし置き祭りの日虫送りの時其他臨時の祭りとか正月とかの余興として
必らず之を行ふ．物参り・遊山・見物口老若男女とも行遊する箇塵は一日に
て往復の出来るものは大抵川崎の大師（春秋の彼岸の頃）品川の疫神（五月
二十四日），野川の影向寺（十二月十一日市のある頃），東京の金刀比羅井に
水天宮（毎月五日十日が縁日）などにて大師，金刀比羅i，水天宮などへは月
参りをなすものあり．又二日以上を要する方面は如次鎌倉の半僧坊（彼岸
の頃，土用の頃），下総の成田山（春三四月の頃），相州大山（土用の頃），鎌
倉江の島（彼岸の頃土用の頃）右の外は余り出懸るものなし．」（39～40ペー
ジ）とあり，昔は5年に一度くらい伊勢参りをしたという記述を引用したが，
この時期のものとしてはない。
　そして農家の楽しみとはとして，飲むこと，食うこと，吸うこと，謡うこ
と，往き来すること，着ること，見ること，をあげている（40～41ページ）。
　第一に「思ふに田園の楽しみは飲むことより大なるはなし」という。酒は
天の美禄である。欝を散じ，気を養う。正月，秋の村祭の日，相つどいて佳
肴で酒を酌み交し，歓談喜劇する楽しさは，ほかの楽しさに比べるべくもな
い。また夜の明けやらぬうちからの一日の野良仕事を終えて薄暮のなかを家
に帰り，一家炉辺に集まって飲み，かつ語ることは無上の楽しみである。
　第二は「酒に次いでは食ふことを楽しむ」ことである。百姓はよく働く。
よく働くので空腹になる，空腹にはまずいものがない。百姓が年中四二芋団
子のような粗食に甘んじ，しかも大食するのはこの故である。年中腹いっぱ
い食べることを楽しみとして，1合の米の飯よりも2合の粟飯，買った素麺
より手打温，手作りの塩辛い醤油，安い黒い砂糖，焚火では青山をゆで，山
火で甘藷を焼き，一家同じ鍋に箸をいれて大いに食べることはまことに楽し
い。以上のように飲食を第一，第二の楽しみとしているが，腹を満腹にする
こと，酒を飲んで欝を晴らすことである。しかしこの酒は造ることが禁じら
一148一
明治後期の神奈川県一農村における村民生活　149
れてからは購入せねばならなくなっている。
　第三は「飲み食ひに次ぐ楽しみを吸ふこと鼠なす」である。煙草も欝をは
らすこと酒と同じである。1畦起こしては一服し，一服してはまた！畦起こ
す，こうすれば疲労を感ぜず，よく一日の作業を果す。この楽しみも云いよ
うない。このよう1に一服の楽しさを述べている。
　第四は「次は謡ふことを楽しむ」である。謡い難して仕事する間は手足の
疲れを覚えることはない。粉挽きの歌，籾摺りの歌，そして馬引く男も，草
取る女も，子守こどもも，道行く年寄り，さらには昼あるいは朝晩あるいは
行く住坐臥，少しの暇にても必ず何か謡い何か難し，また他人に調子をあわ
せる。「其節甚だ面白相なりや」。以上のように記しているが，歌や難はこと
に烈しい農業労働の労苦を癒し，仕事をすすめるためのものである。
　「次は行ったり来たりすることを楽しみとす」る。一人で楽しむのは興が
薄く，「他人の同情を得て更に一こ口赴きを添ふ」に及ばない。飲むも食べる
も謡うも漏すも，一人よりも二人，二人よりも三人，多いほどよい。庚申
待，地神講，稲荷講，念仏講などの催しがときどきある所以で，盆，正月，
祭に至ってはその楽しみ最も大なるものである。
　「次に着ることを楽しむ」ことである。手製の半天，前掛けは見栄えはよ
くないけれども自分で作った，丈夫で気持よくて，格別である。豊年で作物
のできもよく，養蚕が上出来であれば盆には単衣，暮には羽織を買い，初着
できるなどの楽しみが大きい。ことに若い老においてはそうで，ただに着る
ばかりではなくて，帽子，時計，洋傘，二重廻しなどして着飾ることを楽し
むものも少なくない。
　「次は見ることを楽しみとす」るとして，「田舎は土地広く草木生い茂り山
峙ち川流れ，天地自然の風物は四時之れを眺むるに宜しと錐も，一年三百六
十五日草木のみを見，田畑のみを相手としてe＃　，遂に其単調一様の光景に飽
くることなきを得ず．都会の景気は如何，流行の服飾は如何，某社の桜，某
寺の鳩，社頭の茶屋，門前の見晴し，往々にして見に行きたくなるは人情の
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常とする所なり．子供は遠足，若い者は遊山，年寄りは物参り，夫々外に出
てX遊ばんことを望むは皆他庭の模様を見，異郷の風光に接して珍らしき話
しを聞き，珍らしき物を見んとてなりよし．よし珍らしからずとも気晴しせ
んとてなり」と記している。
　以上のごときことをあげた後に，「農村の楽みは概ね以上に揚げたるが如
し．是等の楽しみは其一を得れば楽し，’二を得れば尚楽し．三つ四つを得れ
ば更に楽し．彼の盆，正月，祭りの前後数日を通じて仕事を休み，近所隣り
親類友達互に招き招かれ，平生よりはよき衣服を着，平生より甘きものを食
ひ酒は飲む，飲んで謡ひ謡ふては躍り，躍りでは飲み，飲んでは噺す．凡そ
如此にして平生の労苦を忘れ憂愁を遣る．是れを農村娯楽の主なるものと
す」と記している。そして「人若し之れを以て高尚の楽しみを知らざるもの
哉と云はX敢て問はん，農村又他に何等の楽しみかあると」というが，まこ
とにこれら「農村娯楽」があってこそ村民はその労働の日々を送り得ている
のである。
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